
リスクマネジメントシステム
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不⼆製油グループは⽇˜ ・$ 6 ・) 6 ・東南アジア・¯ � の©エリアにおいて、ñ � 性油¿ 、ÆÍ ⽤チョコレート、乳B ・発ó 素X 、R⾖H

Â 素X の� つのセグメントでÌ Æ展Ž していることから、当� グループのバリューチェーンは� v b U・- I � « / B などのì ¿ を* [ æに

わたって* けており、さまざまなリスクが潜Wしています。それらのリスクに; %するため、当� グループは- ê v d を全� リスクマネジメ

ントA � と” Ÿ 付け、- ê 陣の認å リスク、&4( マテリアリティマップ、グループv � のリスクマップなど、グループを� りí く� « を踏ま

えたá Qソースから、- ê へのì ¿ 度、発⽣I 能性、m WB Ô > などの総� 的な判• により全� X 要リスクを選定し、その; %n の⽴Ž 、ö

² 、進] ± 認、評F ・ƒ 善などをó じてリスクを� 理する全� リスクマネジメント9 制をÖ ¤ しています。

� 理すべきX 要なリスクとして� � ù ö を選定し、リスクごとに� ©役¿ を定めて; %4 mをn 定しています。また、; %æµ は� 締役v に

Q 
 し、モニタリングをö ² する9 制をÖ ¤ しています。
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©グループv � でリスクマップをf 成し、© � におけるオペレーショナルリスクを特定すると同Ôに、- ê v d にて戦略ÖのリスクおよびZ

Í リスクを特定しています。これらによってリスクをð 羅的に把v したÖで、特にX 要なリスクを� 締役v にてE 定しています。また、これ

らの特にX 要なリスクに; しては、� � � � 年度よりサステナビリティ™¿ v のA 部組ô として設Ÿ した全� X 要リスク
 O v にて、メンバ

ーの* 様なÁ 点により、リスクŽ の\ 討や; %n の適切性評F ・± 認などをí い、さらなる- ÆF – ® & リスクの低u をö ®してまいりま

す。

Ö MでE 定された特にX 要なリスクについては、©リスクの� ©役¿ をE 定し、; %n を定めています。また、リスク� 理を� ©する&4( }

当役¿ を¯ ⼼にモニタリングをí い、定> 的に� 締役v にQ 
 します。

なお、リスクマネジメントシステムは、� � � � 年度は? û &4( - ê 責任	 （$ l &4( z0）の� ©のもとで� り組みを推進していましたが、

� � � � 年度からは&4( } 当役¿ のもとで推進する9 制としています。また、&4( マテリアリティ の´ つとして、� 締役v のÆþ A � である

サステナビリティ™¿ v において進] や成Qを± 認しています。
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不⼆製油グループのリスクマネジメント9 制において、選定された� 理すべきX 要な� � のリスクù ö が、©リスクの� ©役¿ により適正に

� 理され、そのæµ が- ê v d 、� 締役v にてQ 
 されたことから、全てのö 標がl 成されました。

リスクマネジメントシステムをA 能させ、リスクに く、ý 頼され、� v になくてはならない- Æとなるためには、1%$ " � ] によるリスク

の適正な� 理と、そのá Q Ž ÜがX 要であると認å しています。これらb Uへの; n として、’ A の� � � � 年度ö 標に� り組んでまいりま

す。

当� グループにおけるリスクマネジメントの B

5$ ' %提{ に2 づいた、D ° / 動に� 連するZ Í 的なì ¿ á Qの適切なŽ Ü

5/ ' %Ž Ü ; %のs 備

1 %$ "

不⼆製油グループ˜ � 、˜ ° 統Ê v � 、©グループv � の役ÇをÚ ± にし、© � 内にリスクマネジメント™¿ v を設Ÿ しています。©グルー

プv � でí われるリスクマネジメントに� しては、このリスクマネジメント™¿ v が� 9 となって、Iリスクアセスメント¶ リスク; %¶ ß

…チェック¶レ ベルアップ（Õ年度4 m⽴Ž ）」の1%$" をx し、不⼆製油グループ˜ � 、˜ ° 統Ê v � 、©グループv � � で連%を� りな

がら、リスクマネジメントを推進しています。リスクアセスメントでは、ß � のリスクをI 能な} り洗いc し、リスクマップ（Wè ：ß � へ

の& î ・ì ¿ 度、( è ：発⽣I 能性）により評F のÖ、ß � にとって& î ・ì ¿ 度がRきいリスクを「X 要リスク」として特定しています。

全ての「X 要リスク」に; して; %[ ] をE 定し、リスク低u を図っています。�

Ù ~ Ôにおいては、� Ôのリスクマネジメント™¿ v をJ 9 に「Ù ~ ; n ˜ 部」を⽴ちÖげ、グループとして迅� かつ適切に; %できるシス

テムをÖ ¤ しています。
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不⼆製油グループは、� � � � 年� K に5$ ' %（D ° � 連Z Í á Qタスクフォース）へ• 同を表Úしています。5$ ' %の提{ に2 づき、「ガバナ

ンス」「戦略」「リスク� 理」「®標とö 標」の� ù ö について、積É 的にá Q Ž Üを推進してまいります。
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&4( } 当役¿ の� ©のもと、全� 的にX 要なリスクを� 理する全� リスクマネジメント9 制においてD ° / 動リスク・A v を� 理していま

す。5$ ' %の提{ に2 づくシナリオ
 析をö ² し、
 析内容は- ê v d 、� 締役v においてQ 
 ・¦ 認されています（年� x ’ Ö）。

• ƒ

� � � � 年度に� 内グループv � 、� � � � 年度に‡ “ � 要グループv � を; Î に、5$ ' %が提{ するD ° / 動のシナリオ
 析をö ² し、D ° / 動

リスク・A v の選定、Z Í インパクトの定性評F をí いました。また� � � � 年度はD ° / 動への積É 的なu ⼊をö 的として、D ° / 動のシナ

リオ
 析を� ℃�� ℃から� �� ℃�� ℃に/ Òしてö ² し、Z Í インパクトの定量評F をí いました。ß � 、そして� v や˜ …にとってプラス

のインパクトをもたらすよう、» エネË 動や> エネË ⽤などにより、当� グループ� « ビジョン� � � � に2 づく. � 的な$ 0 排c g u ; n を

推進してまいります。) [ 、森林の農˜ 転⽤やM ¥ 肥± に伴うD ° / 動へのu ì ¿ がY 念されることから、不⼆製油グループが みをÓつ

1MBOU�# BTFE�' PPE（ñ � 性ø 品）のª Ý « Rがf � まれています。当� グループはサステナブルÛ l の推進による� « ; 全への配慮、ñ �

性ø 品素X の提Ÿ によって、o ƒ 素� v における� v b Uのw E に� り組んでまいります。
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- ê 陣が認å するリスク、マテリアリティマップ、©グループv � のリスクマップなど、グループを� りí く� « を踏まえたá Qソースか

ら、- ê へのì ¿ 度、発⽣I 能性、m WB Ô > などの総� 的な判• により、D ° / 動リスクを む全� X 要リスクを選定しています。その;

%n の⽴Ž 、ö ² 、進] ± 認、評F ・ƒ 善などをí うことで、- ê v d で全� X 要リスクを� 理する全� リスクマネジメント9 制をÖ ¤ して

います。D ° / 動リスクも全� X 要リスクの´ つと” Ÿ 付けており、全� リスクマネジメント9 制で� 理をí い、\ 討・; %内容は年に� x

’ Ö � 締役v にQ 
 されます。

® · t ö ·

不⼆製油グループは� « ビジョン� � � � において、� � � � 年にスコープ� K� の$ 0 の排c 量を総量で� � � � 年⽐� � � g u することを$ げていま

す。�   、� « ビジョン� � � � のö 標l 成に¹ け、⽣• x Ý での» エネË 動やエネルギーž ⽤量の  ない新設備の導⼊、> ⽣I 能エネルギー

のž ⽤などへ積É 的に� り組んでまいります。�

スコープ� の排c 量が* いカテゴリ� g u Ë 動としてサプライヤーの$ 0 g u Ë 動の� り組みæµ に� するアンケートÛ 2 票をf 成し、

ヨーロッパの⽣• ’ 点のサプライヤー数� に; してエンゲージメントË 動の� � きをŽ ¥ しました。当� グループにおける$ 0 排c 量のg u

をさらに推進してまいります。
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� � � � ñ $ 0 � c £ g u ö · （2 s 年：� � � � 年）

スコープ� ＋� ：� � � g u

スコープ� （カテゴリ� ）：� � � g u

さらなるg u Ë 動の推進のために、インターナルカーボンプライシング制度 をË ⽤すべく、世‰のƒ 素税F  やƒ 素� Â F  （&54）を

ˆ æに\ 討をí い、� � � � 年度から不⼆製油（× ）で、F  を$ 0 � トン当たり� ¸ � に設定しトライアル導⼊しました（まずは投Ç判• にお

いてˆ æ– として4 ‘ ）。�   、F  の? 適B や˜  的な導⼊に¹ けて\ 討をí っていきます。
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R・¯ ・Ÿ のì ¿ 度は、不⼆製油グループにおけるx Wのポートフォリオ、Z Í æµ 、Æ績等に2 づき、あるã L A のÄ ‘ により予

� される� � � � 年� のZ Í インパクトについて{ z したものです。Z Í インパクトの評F はこのì ¿ 度を2 s としてí っています

が、/ 動するÝ � があります。�

R：利ý へのì ¿ ¾が� � � 4 � ’ ÖとなるI 能性がある�

¯ ：利ý へのì ¿ ¾が� � 4 � ’ Ö〜� � � 4 � ¾ º となるI 能性がある�

Ÿ ：利ý へのì ¿ ¾が� � 4 � ¾ º となるI 能性がある
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ß 年、˜ 震・ì 波、⾵⽔• など、ß 然J • の* 発、また新� コロナウイルスにP 表される÷ 染º の¼ � などにより、- I ・� v Ë 動の. � に

¯ Ôを来す被• が発⽣しています。これらの被• 発⽣Ôにおいても、⽇々のI らしにDかせない、⼈々のÙに� わるø 品• ÆにQ Ì する- Æ

として、Ì Æを停µ することなくおr 様へ製品をお届けすることが不⼆製油グループの� v 的責任であり、そのために# $ 1（Ì Æ. � 4 m）

はDかせないものとæえています。Q Æ¿ のŠ 全± ; およびÌ ÆÇ • への& • を? Ÿ } にとどめ、¯ ® Ì Æの. � ・早> 復ŒをI 能とするた

め、’ A 2 ˜ [ 針のもとに# $ 1をn 定し、; n に� り組んでいます。ï 9 的には、ß 然J • ; %については、グループQ Æ¿ のŠ 否± 認を迅

� にí うŠ 否± 認システムの導⼊、Š 否± 認システムやÙ ~ 連絡ð をË ⽤したŠ 否± 認� 練、R L é ˜ 震を想定した…J � 練の定> 的なö

² 、á Qシステムの. � 性± ; などの� り組みをí っています。新� コロナウイルス（$ 0 7 *%�� � ）; %については、Ì Æ} における÷ 染…

µ ; n 、Ô 1 c Î 、W[ Î Í やサテライトオフィスをË ⽤したテレワークなどを積É 的に推進しています。これらのË 動により、Ù ~ Ôにお

いても迅� かつ適切な| 動; %をí い、Q Æ¿ のŠ 全± ; とÌ Æ. � の両⽴、被• の? Ÿ B を図ることができるよう努めています。

# $ 1
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# $ 1 2 ˜ [ �

� ��Q Æ¿ L来r の⼈Ùを? 優先する。

� ��⼆Õ J • を…µ し、˜ ° にÜ惑をかけない。

� �� - ÆとしてのŸ ‹ 責任をQたす。

不⼆製油グループ˜ � の⽣• 性推進グループリスクマネジメントチームは、©グループv � への定> 的なh þ やオンラインv d などにより、

リスクマネジメントに� する³ ± ・� 発Ë 動をö ² し、©グループv � におけるリスクマネジメントの1%$" Ë 動の定®とõ の¹ Öを図って

います。� � � � 年度は、グループv � におけるサプライチェーン
 • リスクへの備え B 、さまざまなクライシスを想定したÙ ~ Ì A 発⽣Ô

におけるÙ ~ ; n ˜ 部の; %ù ö チェックリストf 成、グループv � へ¤ 年度ö ² しているリスクアセスメント� ] のf å し\ 討などに� り

組みました。また、新任の‡ “ 赴任	 を; Î とした‡ “ 赴任前a 7 において、リスクマネジメントの2 礎、不⼆製油グループのリスクマネジ

メントシステムについて³ ± をí いました。これらのË 動により、リスクに; するQ Æ¿ の• å 、÷ 度の¹ Öに努めています。

³ ± € � P Ë ”


